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今年度要求のポイント

(単位　千円)

事業期間 　H22 ～　H　　

平成24年度決算額

区分
重点

事 業 名 総合交通体系調査（公共交通課）

整理番号 17 - 016 3 局・課名 建築都市局・公共交通課5 4
マスタープラン
３つの挑戦

6低炭素
マスタープラン

施策番号

平成25年度予算額 平成26年度要求額

10,98613,653

内容・積算等

事 業 費

25年度予算

（単位：千円）主な要求内容

地域内公共交通検討業務委託料 12,500

1,220 会場借上料・印刷費・講師謝礼金等

9,740 地域での利用促進等の取組み

地域公共交通会議負担金 26 委員謝礼金等

地域内公共交通検討業務　その他事務費 801

13,653

【今後（27年度～）】

その他　特記事項
【公共交通の現状】
　近年、利用者の減少などにより、地域の日常生活を支える公共交
通の維持・確保が難しくなっている中、高齢化が進展し、身近な移動
手段を必要とする人が増えていくことから、公共交通を維持・確保及
び活性化していくことは極めて重要になっている。

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 10,986

・地域での利用促進等の取り組み ・地域での利用促進等の取り組み
・路線維持に向けた調査、検討

【経過（～25年度）】 【26年度】

・地域での利用促進等の取り組み
・維持活性に向けた路線編成

○地域での利用促進策等の取組み
　・利用促進策の実施
　・使いやすいバス路線への検討
　・地域住民等との検討会の開催
　・路線維持に向けた調査、検討

○地域公共交通会議の運営
　公共交通空白地域の改善や、今後も増加する高齢者の移動確保と
いった地域内公共交通の課題解決に向けて、地域住民の生活に必要な
移動手段の確保や、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要と
なる事項を協議する。

　日常生活に密着した地域内の交通の維持・活性化に向けて、市民、
交通事業者、有識者が連携して地域の交通を検討することにより、地
域が使いやすい交通手段を確保し、公共交通の利用を促進することを
目的とする。
　また、人と環境に優しい交通体系の構築にも寄与する。

352

総合交通体系調査（交通政策課）

関連事業
全体事業費

26年度要求額項目

 平成25年度の地域での利用促進策の実施結果や住民ニーズの調査結果を踏ま
え、引き続き、利用促進のための施策を具体化検討・実施するために必要な調査
費等を要求する。

建築都市局
25,847

建築都市局 路面電車活性化事業

事業目的

事業内容


